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令和 ６ 年 ３ 月 29 日（金曜日）

号　　　　　　　　　　外

（第　 ２０ 　号）

　　　　教育委員会
○公立学校職員の特殊勤務手当に関する規則等の一部を
　改正する規則 １
〇独立行政法人日本スポーツ振興センター共済掛金の額
　のうち学校の設置者が保護者等から徴収する額を定め
　る規則の一部を改正する規則 ４
〇石川県教育委員会事務局等組織規則の一部を改正する
　規則 ４

〇石川県立学校の教育職員の業務の量の適切な管理等に
　関する規則の一部を改正する規則 ５
〇石川県教育委員会事務局等処務規程の一部改正 ５
〇石川県教育委員会文書管理規程の一部改正 ５
〇グループ制に関する運営規程の一部改正 ６

　 公 立 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 三 月 二 十 九 日

石 川 県 教 育 委 員 会 　

石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 一 号

　 　 　 公 立 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 公 立 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 　 公 立 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 一 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

　 　 第 六 条 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 第 六 条 の 三 　 夜 間 学 級 担 当 手 当 は 、 月 の 一 日 か ら 末 日 ま で の 間 に お い て 引 き 続 き 十 六 日 以 上 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る 場 合 は 支 給 し な い 。

　 　 一 　 出 張 中 の 場 合

　 　 二 　 研 修 中 の 場 合

　 　 三 　 勤 務 し な か つ た 場 合 （ 次 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。 ）

　 　 　 イ 　 給 与 条 例 第 二 十 四 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合

　 　 　 ロ 　 公 務 上 の 負 傷 若 し く は 疾 病 又 は 通 勤 （ 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 （ 昭 和 四 十 二 年 法 律 第 百 二 十 一 号 ） 第 二 条 第

二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 通 勤 を い う 。 ハ に お い て 同 じ 。 ） に よ る 負 傷 若 し く は 疾 病 に よ り 、 承 認 を 得 て 勤

務 し な か つ た 場 合

　 　 　 ハ 　 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 石 川 県 条 例 第 四 号 ） 

第 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 派 遣 職 員 の 派 遣 先 の 業 務 上 の 負 傷 若 し く は 疾 病 又 は 通 勤 に よ る 負 傷 若 し く は 疾 病 に

よ り 、 承 認 を 得 て 勤 務 し な か つ た 場 合

　 　 　 ニ 　 公 益 的 法 人 等 へ の 石 川 県 職 員 等 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 石 川 県 条 例 第 七 号 ） 第 三 条 第 一 号 に 規

定 す る 派 遣 職 員 の 同 条 例 第 二 条 第 三 項 第 一 号 に 規 定 す る 派 遣 先 団 体 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 業 務 上 の

負 傷 若 し く は 疾 病 又 は 通 勤 （ 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 五 十 号 ） 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項

に 規 定 す る 通 勤 （ 当 該 派 遣 先 団 体 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 就 業 の 場 所 を 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 第 二 条

第 二 項 第 一 号 及 び 第 二 号 に 規 定 す る 勤 務 場 所 と み な し た 場 合 に 同 条 に 規 定 す る 通 勤 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ）

を い う 。 ） に よ る 負 傷 若 し く は 疾 病 に よ り 、 承 認 を 得 て 勤 務 し な か つ た 場 合

　 　 　 ホ 　 公 益 的 法 人 等 へ の 一 般 職 の 地 方 公 務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 五 十 号 ） 第 十 条 第 二 項 に

教 育 委 員 会
　

目　　　　　　　　　　　次
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規 定 す る 退 職 派 遣 者 の 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 法 人 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 業 務 上 の 負 傷 若 し く は

疾 病 又 は 通 勤 （ 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 通 勤 を い う 。 ） に よ る 負 傷 若 し く

は 疾 病 に よ り 、 承 認 を 得 て 勤 務 し な か つ た 場 合

　 ２ 　 夜 間 学 級 担 当 手 当 は 、 そ の 月 の 給 料 の 支 給 日 に 支 給 す る 。

　 　 第 七 条 第 一 項 中 「 手 当 」 を 「 特 殊 勤 務 手 当 （ 夜 間 学 級 担 当 手 当 を 除 く 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 前

条 第 二 項 及 び 前 項 」 に 、 「 手 当 」 を 「 特 殊 勤 務 手 当 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 立 学 校 管 理 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 　 石 川 県 立 学 校 管 理 規 則 （ 昭 和 三 十 七 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 六 条 の 三 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 夜 間 中 学 の た め の 教 育 課 程 ）

　 第 六 条 の 四 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に お い て は 、 夜 間 に お い て 教 育 を 行 う た め 、 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 学 校 教 育 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 二 年 文 部 省 令 第 十 一 号 ） 第 七 十 九 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 同 令 第

五 十 六 条 の 四 の 規 定 に よ り 、 特 別 の 教 育 課 程 を 編 成 す る こ と が で き る も の と す る 。

（ 石 川 県 立 中 学 校 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 　 石 川 県 立 中 学 校 規 則 （ 平 成 十 五 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 目 次 中 「 第 十 六 条 」 を 「 第 十 六 条 の 四 」 に 改 め る 。

　 　 第 二 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

　 ２ 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に つ い て は 、 募 集 す る 生 徒 数 を 定 め な い も の と す る 。

　 　 第 八 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

　 ２ 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 の 教 育 課 程 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 石 川 県 立 学 校 管 理 規 則 （ 昭 和

三 十 七 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号 ） 第 六 条 の 四 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

　 　 第 十 二 条 第 二 項 中 「 入 学 願 書 （ 別 記 様 式 第 二 号 ） 」 を 「 石 川 県 立 金 沢 錦 丘 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 二 号 、 石

川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 三 号 に よ る 入 学 願 書 」 に 改 め る 。

　 　 第 十 三 条 第 一 項 中 「 誓 約 書 （ 別 記 様 式 第 三 号 ） 」 を 「 石 川 県 立 金 沢 錦 丘 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 四 号 、 石 川

県 立 あ す な ろ 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 五 号 に よ る 誓 約 書 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 保 護 者 」 を 「 保 護 者 等 」 に

改 め る 。

　 　 第 十 四 条 の 見 出 し を 「 （ 保 護 者 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 　 こ の 規 則 に お い て 「 保 護 者 等 」 と は 、 入 学 を 許 可 さ れ た 者 が 未 成 年 で あ る 場 合 は 親 権 を 行 う 者 （ 親 権 を 行 う 者

の い な い と き は 、 後 見 人 又 は 後 見 を 行 う 者 ） を 、 成 年 で あ る 場 合 は 成 年 に 達 す る 日 ま で 親 権 を 行 っ て い た 者 （ 親

権 を 行 っ て い た 者 の い な い と き は 、 後 見 人 で あ っ た 者 又 は 後 見 を 行 っ て い た 者 ） そ の 他 校 長 が 認 め る 者 を い う 。

　 　 第 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 保 護 者 」 を 「 保 護 者 等 」 に 改 め る 。

　 　 第 十 五 条 中 「 保 護 者 」 を 「 保 護 者 等 」 に 改 め る 。

　 　 第 六 章 中 第 十 六 条 の 次 に 次 の 三 条 を 加 え る 。

　 （ 再 入 学 ）

　 第 十 六 条 の 二 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 を 退 学 し 、 又 は そ の 学 籍 を 除 か れ た 者 が 再 入 学 を 願 い 出 た 場 合 に は 、 校 長

は そ の 事 由 を 調 査 の 上 、 相 当 学 年 に 入 学 を 許 可 す る こ と が で き る 。

　 （ 休 学 ）

　 第 十 六 条 の 三 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 の 生 徒 は 、 疾 病 そ の 他 の 事 由 に よ っ て 欠 席 が 引 き 続 き 三 月 以 上 に わ た る と

認 め ら れ る 場 合 に は 、 校 長 に 休 学 を 願 い 出 る こ と が で き る 。

　 ２ 　 休 学 の 許 可 を 受 け よ う と す る 生 徒 は 、 そ の 事 由 を 具 し て 、 保 護 者 等 と 連 署 の 上 、 願 い 出 な け れ ば な ら な い 。

　 ３ 　 休 学 の 期 間 は 、 欠 席 の 期 間 を 通 じ て 二 年 以 内 と す る 。

　 ４ 　 休 学 の 許 可 を 受 け た 日 か ら 三 月 以 内 に 休 学 の 事 由 が な く な っ た 場 合 は 、 そ の 事 由 を 具 し 、 校 長 に 休 学 の 取 消 し

を 願 い 出 る こ と が で き る 。

　 ５ 　 校 長 は 、 前 項 の 願 い 出 が あ っ た と き は 、 そ の 事 由 を 調 査 の 上 、 当 該 休 学 の 許 可 を 取 消 す こ と が で き る 。

　 （ 復 学 ）

　 第 十 六 条 の 四 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に お い て 、 休 学 中 の 生 徒 が 事 由 の 消 失 に よ っ て 復 学 を 願 い 出 た 場 合 に は 、

校 長 は 、 そ の 事 由 を 調 査 の 上 、 相 当 学 年 に 復 学 を 許 可 す る こ と が で き る 。

　 　 別 記 様 式 第 三 号 を 別 記 様 式 第 四 号 と し 、 別 記 様 式 第 二 号 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。
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規 定 す る 退 職 派 遣 者 の 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 法 人 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 業 務 上 の 負 傷 若 し く は

疾 病 又 は 通 勤 （ 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 通 勤 を い う 。 ） に よ る 負 傷 若 し く

は 疾 病 に よ り 、 承 認 を 得 て 勤 務 し な か つ た 場 合

　 ２ 　 夜 間 学 級 担 当 手 当 は 、 そ の 月 の 給 料 の 支 給 日 に 支 給 す る 。

　 　 第 七 条 第 一 項 中 「 手 当 」 を 「 特 殊 勤 務 手 当 （ 夜 間 学 級 担 当 手 当 を 除 く 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 前

条 第 二 項 及 び 前 項 」 に 、 「 手 当 」 を 「 特 殊 勤 務 手 当 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 立 学 校 管 理 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 　 石 川 県 立 学 校 管 理 規 則 （ 昭 和 三 十 七 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 第 六 条 の 三 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 夜 間 中 学 の た め の 教 育 課 程 ）

　 第 六 条 の 四 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に お い て は 、 夜 間 に お い て 教 育 を 行 う た め 、 第 六 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 学 校 教 育 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 二 年 文 部 省 令 第 十 一 号 ） 第 七 十 九 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 同 令 第

五 十 六 条 の 四 の 規 定 に よ り 、 特 別 の 教 育 課 程 を 編 成 す る こ と が で き る も の と す る 。

（ 石 川 県 立 中 学 校 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 　 石 川 県 立 中 学 校 規 則 （ 平 成 十 五 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 　 目 次 中 「 第 十 六 条 」 を 「 第 十 六 条 の 四 」 に 改 め る 。

　 　 第 二 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

　 ２ 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に つ い て は 、 募 集 す る 生 徒 数 を 定 め な い も の と す る 。

　 　 第 八 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

　 ２ 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 の 教 育 課 程 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 石 川 県 立 学 校 管 理 規 則 （ 昭 和

三 十 七 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号 ） 第 六 条 の 四 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

　 　 第 十 二 条 第 二 項 中 「 入 学 願 書 （ 別 記 様 式 第 二 号 ） 」 を 「 石 川 県 立 金 沢 錦 丘 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 二 号 、 石

川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 三 号 に よ る 入 学 願 書 」 に 改 め る 。

　 　 第 十 三 条 第 一 項 中 「 誓 約 書 （ 別 記 様 式 第 三 号 ） 」 を 「 石 川 県 立 金 沢 錦 丘 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 四 号 、 石 川

県 立 あ す な ろ 中 学 校 に あ っ て は 別 記 様 式 第 五 号 に よ る 誓 約 書 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 保 護 者 」 を 「 保 護 者 等 」 に

改 め る 。

　 　 第 十 四 条 の 見 出 し を 「 （ 保 護 者 等 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 　 こ の 規 則 に お い て 「 保 護 者 等 」 と は 、 入 学 を 許 可 さ れ た 者 が 未 成 年 で あ る 場 合 は 親 権 を 行 う 者 （ 親 権 を 行 う 者

の い な い と き は 、 後 見 人 又 は 後 見 を 行 う 者 ） を 、 成 年 で あ る 場 合 は 成 年 に 達 す る 日 ま で 親 権 を 行 っ て い た 者 （ 親

権 を 行 っ て い た 者 の い な い と き は 、 後 見 人 で あ っ た 者 又 は 後 見 を 行 っ て い た 者 ） そ の 他 校 長 が 認 め る 者 を い う 。

　 　 第 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 保 護 者 」 を 「 保 護 者 等 」 に 改 め る 。

　 　 第 十 五 条 中 「 保 護 者 」 を 「 保 護 者 等 」 に 改 め る 。

　 　 第 六 章 中 第 十 六 条 の 次 に 次 の 三 条 を 加 え る 。

　 （ 再 入 学 ）

　 第 十 六 条 の 二 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 を 退 学 し 、 又 は そ の 学 籍 を 除 か れ た 者 が 再 入 学 を 願 い 出 た 場 合 に は 、 校 長

は そ の 事 由 を 調 査 の 上 、 相 当 学 年 に 入 学 を 許 可 す る こ と が で き る 。

　 （ 休 学 ）

　 第 十 六 条 の 三 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 の 生 徒 は 、 疾 病 そ の 他 の 事 由 に よ っ て 欠 席 が 引 き 続 き 三 月 以 上 に わ た る と

認 め ら れ る 場 合 に は 、 校 長 に 休 学 を 願 い 出 る こ と が で き る 。

　 ２ 　 休 学 の 許 可 を 受 け よ う と す る 生 徒 は 、 そ の 事 由 を 具 し て 、 保 護 者 等 と 連 署 の 上 、 願 い 出 な け れ ば な ら な い 。

　 ３ 　 休 学 の 期 間 は 、 欠 席 の 期 間 を 通 じ て 二 年 以 内 と す る 。

　 ４ 　 休 学 の 許 可 を 受 け た 日 か ら 三 月 以 内 に 休 学 の 事 由 が な く な っ た 場 合 は 、 そ の 事 由 を 具 し 、 校 長 に 休 学 の 取 消 し

を 願 い 出 る こ と が で き る 。

　 ５ 　 校 長 は 、 前 項 の 願 い 出 が あ っ た と き は 、 そ の 事 由 を 調 査 の 上 、 当 該 休 学 の 許 可 を 取 消 す こ と が で き る 。

　 （ 復 学 ）

　 第 十 六 条 の 四 　 石 川 県 立 あ す な ろ 中 学 校 に お い て 、 休 学 中 の 生 徒 が 事 由 の 消 失 に よ っ て 復 学 を 願 い 出 た 場 合 に は 、

校 長 は 、 そ の 事 由 を 調 査 の 上 、 相 当 学 年 に 復 学 を 許 可 す る こ と が で き る 。

　 　 別 記 様 式 第 三 号 を 別 記 様 式 第 四 号 と し 、 別 記 様 式 第 二 号 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。
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　 　 別 記 様 式 第 四 号 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。

　別記様式第３号（第12条関係）

入学願書

志
　
願
　
者

ふりがな
氏名

生　年　月　日

　　年　　月　　日生

現住所
〒

連絡先 
電話番号

勤務先 
就労者のみ

名称

所在地　
〒

電話番号

これまでの 
就学状況

学校名 就学状況（入学、卒業、出席状況など）
　

　

現在の 
就学状況

どちらかにチェックをつけてください。 
□在学している学校はない。 
□現在、在学中である。 
　学校名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
　　　　（　　　　　　　　　　年３月　卒業見込み）

保
護
者
等

氏名 志願者との続柄

現住所
〒

連絡先 
電話番号

上記のとおり、貴校に入学を志願いたします。
　石川県立　　　　　　　　　中学校長　様
　　　　　　年　　月　　日　　
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　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 石 川 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 六 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す

る 。
　 独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 共 済 掛 金 の 額 の う ち 学 校 の 設 置 者 が 保 護 者 等 か ら 徴 収 す る 額 を 定 め る 規 則

の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 三 月 二 十 九 日

石 川 県 教 育 委 員 会 　

石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 二 号

　 　 　 独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 共 済 掛 金 の 額 の う ち 学 校 の 設 置 者 が 保 護 者 等 か ら 徴 収 す る 額 を

　 　 　 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 共 済 掛 金 の 額 の う ち 学 校 の 設 置 者 が 保 護 者 等 か ら 徴 収 す る 額 を 定 め る 規 則

（ 昭 和 三 十 五 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 中 「 平 成 十 四 年 法 律 第 百 六 十 二 号 」 の 下 に 「 。 以 下 「 法 」 と い う 。 」 を 加 え る 。

　 第 二 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 　 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 保 護 者 等 が 法 第 二 十 九 条 第 二 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 前 項 の 表 に 掲 げ る

額 を 徴 収 し な い 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 三 月 二 十 九 日

石 川 県 教 育 委 員 会 　

石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号

　 　 　 石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 （ 昭 和 四 十 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 条 の 表 庶 務 課 の 項 中 第 二 十 八 号 を 第 二 十 九 号 と し 、 第 十 四 号 か ら 第 二 十 七 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 十 三

号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 　 1
4
　 教 育 Ｄ Ｘ の 推 進 に 関 す る こ と 。

　別記様式第５号（第13条関係）

誓　　　約　　　書
　私は石川県立　　　　　中学校に入学を許可された上は、教育方針に従い、学校のきまりを堅く守り、学
業に励むことを誓います。

　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒氏名

　上記何某入学を許可された上は、教育方針に従い、学校のきまりを堅く守らせ、同人に係る一切の事件は
私どもにおいて引き受けます。

　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒との続柄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等氏名

　　石川県立　　　　　　中学校長　様
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　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 石 川 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 六 年 石 川 県 条 例 第 二 十 三 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す

る 。
　 独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 共 済 掛 金 の 額 の う ち 学 校 の 設 置 者 が 保 護 者 等 か ら 徴 収 す る 額 を 定 め る 規 則

の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 三 月 二 十 九 日

石 川 県 教 育 委 員 会 　

石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 二 号

　 　 　 独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 共 済 掛 金 の 額 の う ち 学 校 の 設 置 者 が 保 護 者 等 か ら 徴 収 す る 額 を

　 　 　 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 独 立 行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 共 済 掛 金 の 額 の う ち 学 校 の 設 置 者 が 保 護 者 等 か ら 徴 収 す る 額 を 定 め る 規 則

（ 昭 和 三 十 五 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 中 「 平 成 十 四 年 法 律 第 百 六 十 二 号 」 の 下 に 「 。 以 下 「 法 」 と い う 。 」 を 加 え る 。

　 第 二 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 　 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 保 護 者 等 が 法 第 二 十 九 条 第 二 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 前 項 の 表 に 掲 げ る

額 を 徴 収 し な い 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 三 月 二 十 九 日

石 川 県 教 育 委 員 会 　

石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号

　 　 　 石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 （ 昭 和 四 十 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 条 の 表 庶 務 課 の 項 中 第 二 十 八 号 を 第 二 十 九 号 と し 、 第 十 四 号 か ら 第 二 十 七 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 十 三

号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 　 1
4
　 教 育 Ｄ Ｘ の 推 進 に 関 す る こ と 。

　別記様式第５号（第13条関係）

誓　　　約　　　書
　私は石川県立　　　　　中学校に入学を許可された上は、教育方針に従い、学校のきまりを堅く守り、学
業に励むことを誓います。

　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒氏名

　上記何某入学を許可された上は、教育方針に従い、学校のきまりを堅く守らせ、同人に係る一切の事件は
私どもにおいて引き受けます。

　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒との続柄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等氏名

　　石川県立　　　　　　中学校長　様
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　 第 五 条 の 表 学 校 指 導 課 の 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 　 1
4
　 全 国 高 等 学 校 総 合 文 化 祭 に 関 す る こ と 。 

　 第 九 条 第 二 項 の 表 技 監 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

課 長 事 務 局 上 司 の 命 を 受 け 、 事 務 局 の 特 定 の 事 務 を 掌 理 す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 石 川 県 立 学 校 の 教 育 職 員 の 業 務 の 量 の 適 切 な 管 理 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 令 和 六 年 三 月 二 十 九 日

石 川 県 教 育 委 員 会 　

石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号

　 　 　 石 川 県 立 学 校 の 教 育 職 員 の 業 務 の 量 の 適 切 な 管 理 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 石 川 県 立 学 校 の 教 育 職 員 の 業 務 の 量 の 適 切 な 管 理 等 に 関 す る 規 則 （ 令 和 四 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 中 「 公 立 の 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 七 十 七 号 。 以 下

「 法 」 を 「 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 石 川 県 条 例 第 五 十 三

号 。 以 下 「 条 例 」 に 改 め 、「 に よ り 文 部 科 学 大 臣 が 定 め る 指 針 （ 以 下 「 指 針 」 と い う 。 ） 」 を 削 り 、「 勤 務 す る 法 」 を 「 勤

務 す る 条 例 」 に 改 め る 。

　 第 二 条 第 一 項 中 「 指 針 」 を 「 公 立 学 校 の 教 育 職 員 の 業 務 量 の 適 切 な 管 理 そ の 他 教 育 職 員 の 服 務 を 監 督 す る 教 育 委 員

会 が 教 育 職 員 の 健 康 及 び 福 祉 の 確 保 を 図 る た め に 講 ず べ き 措 置 に 関 す る 指 針 （ 令 和 二 年 文 部 科 学 省 告 示 第 一 号 ） 」 に 、

「 法 第 六 条 第 三 項 各 号 」 を 「 条 例 第 六 条 第 一 項 各 号 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

石川県教育委員会訓令第１号
庁　　　中　　　一　　　般　
出　　　先　　　機　　　関　
学 校 以 外 の 教 育 機 関　

　石川県教育委員会事務局等処務規程（昭和41年石川県教育委員会訓令第２号）の一部を次のように改正する。
　　令和６年３月29日

石 川 県 教 育 委 員 会　
　第17条第２項を削る。
　第68条第１項中「 情 報 シ ス テ ム を 利 用 し て 職 員 の 人 事 、 給 与 等 に 係 る 申 請 等 の 手 続 に 関 す る 事 務 の 処 理 を 行 う シ ス

テ ム で あ つ て 、 総 務 部 デ ジ タ ル 推 進 課 長 が 管 理 を す る も の」を「 石 川 県 処 務 規 程（ 昭 和 三 十 三 年 石 川 県 訓 令 甲 第 九

号） 第 七 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 庶 務 事 務 支 援 シ ス テ ム」に改める。
　　　附　則　　　
　この訓令は、令和６年４月１日から施行する。

石川県教育委員会訓令第 2号
庁　　　中　　　一　　　般　
出　　　先　　　機　　　関　
教　　　育　　　機　　　関　

　石川県教育委員会文書管理規程（平成14年石川県教育委員会訓令第４号）の一部を次のように改正する。
　　令和６年３月29日

石 川 県 教 育 委 員 会　
　第８条第５項第２号中「文書索引」を「文書目録」に改め、同項第３号中「保存文書台帳及び手元保管文書台帳」
を「簿冊管理簿」に改める。
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　第10条第１項第２号及び同条第２項中
「保存文書台帳
　手元保管文書台帳」

を「簿冊管理簿」に改める。

　第46条の見出しを「（文書目録）」に改め、同条第１項及び第２項中「文書索引」を「文書目録」に改め、同条第３
項中「前項の文書索引」を「第１項本文の文書目録」に改める。
　第49条の見出しを「（簿冊管理簿の作成）」に改め、同条第１項及び第２項中「保存文書台帳及び手元保管文書台
帳」を「簿冊管理簿」に改め、同条第３項を削る。
　第50条第３項及び第54条第３項を削る。

　別表第３中「｜｜金沢錦丘中学校｜｜金錦中｜｜」を
「 金沢錦丘中学校 金錦中

」
に改める。

あすなろ中学校 あ　中
　　　附　則
　この訓令は、令和６年４月１日から施行する。ただし、別表第３の改正規定は、石川県立学校条例の一部を改正す
る条例（令和６年石川県条例第23号）の施行の日から施行する。

石川県教育委員会教育長訓令第１号
庁　　　中　　　一　　　般　
出　　　先　　　機　　　関　
教　　　育　　　機　　　関　

　グループ制に関する運営規程（平成17年石川県教育委員会教育長訓令第２号）の一部を次のように改正する。
　　令和６年３月29日

石川県教育委員会教育長　
　別表第１学校指導課の項中「特別支援教育グループ」の次に「、全国高等学校総合文化祭開催準備グループ」を加
える。
　　　附　則　　　
　この訓令は、令和６年４月１日から施行する。


